
 令和８年度 友々大学（高齢者教室）・女性学級合同学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

１回 
セイフティライフセミナー高

齢者の交通安全について 
山口県環境生活部 県民生活課 地域
安心・安全推進班 田中 証城 さん 

令和８年５月１４日（木）10:00 ～ 11:00 

 講義 

32 名／62名 

（51.6％） 
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満足度の状況 

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した 14 名 53.8％ 

  3 名 11.5％ 

４ 満足した 7 名 26.9％ 

  2 名 7.8％ 

３ どちらとも言えない 0 名  

  ０名  

２ 少し不満 ０名  

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 2 6 ／ 2 6 名 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部のみ掲載) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

100％ 

 本地域においても、自転車乗車中の事故などが発生してお

り、道路地形の関係などにより、冬季の日暮れの早さや県道

の交通量の多さから、シニアドライバーの安全運転は重要な

交通安全項目の一つとなります。 

県の地域安心安全推進班から田中証城様をお招きして、シ

ニアの交通安全セイフティライフセミナーを行いました。 

加齢に伴い、運転者としての資質は変化していき、運転時

にはたらく認知力、注意配分力などがどの程度はたらいてい

るのかについて、数種の簡単なテストを行いました。思った

より、低得点になることに驚かれる受講生もおられました。

路上で、歩行者・自転車を含む運転者となる場合、実際にど

のような危険に遭遇するのかを動画資料を見ながら学習しま

した。中でもアクセル・ブレーキ文踏み間違いの原理には多

くの方がうなずいておられました。 

後半、運転者と横断歩道前の歩行者の意思疎通のありかた

(ゼスチュアー)や、歩道通行できる自転車の条件、自転車乗

車時の手信号の危険性など多くの質疑応答がなされました。 
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〇分かっているようで、分かっていないことがあった。自分の為にもなっ

た。〇知っているつもりだが、再確認できてよかった。〇とっても参考にな

りました。〇とっても勉強になりました。よりいっそう、気をつけようと思

います。〇再度、お願いしたいです。〇とてもよい内容でした。〇いつも心

がけて運転していますが、改めて意識を高めるように再認識しました。〇自

分は高齢者だと自覚して運転は気をつけたいとあらためて思いました。〇認

知がでていると再認識しました。〇年齢を重ねると少しずつ認知機能が低下

していることは承知していましたが、今回改めて気づきました。脳トレむに

励みます。ありがとうございました。〇反省することがあり、注意したいと

思う。〇講師の方の説明・話がとてもよかった。〇漫然運転しない!… 


